Ａ特性で低周波音まで測ると・・・
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周波数特性Ａ，Ｃ，Ｚ（小野測器による）

Ａ特性は上図のような特性なので、低い方で感度は落ちるけれど16Ｈｚまでは測れます(ただしそれはｒｍｓ値：普通の言葉でいうと実効値で振幅をｘとすると（１/1.414）・ｘぐらいになる。

バンド・パスフィルター
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バンドパスフィルターの例
バンドパスフィルターとは図のｆ１～ｆ２までの波だけを通すフィルター。Ⅰ／3オクターブ・バンドパスフィルターなら、1オクターブは周波数でいうと2倍なので、その間を3つにわけると１/３オクターブ。ただし対数目盛で分ける。ということは、3回掛け算をすると2になる様な数だから１Ｈｚから2Ｈｚの間は、(2)1/3＝1.26、(2)2/3=1.58ぐらいが境目となる。これらのバンドの中心周波数は、1と1.26および1.26と1.58，1.58と2.0の幾何平均をとるとそれぞれ1.12，1.35、1.78Ｈｚぐらいである(計算間違っていなければいいのだけれど)。

具体的にＡ特性の１/3オクターブ分析をするには、まず上の図のようなＡ特性の回路を通して、その出力を所要の中心周波数のバンド・パスフィルター(これも普通はアナログ回路)を通して、その実効値で針を振らせたり、数値を示したりさせる。

フーリエ変換とは、ある波形を正弦波のような性質の良くわかっている波形の重ねあわせで表す方法
下図を見ると、この様子をイメージしやすいかもしれない。左図のような複雑な波形も、いろいろなサイン、コサインの波が混じってできているので、この波形に周波数をだんだん変えながらサインやコサインをかけて、計算すると、含まれているその周波数成分が引き出される(下右図のように)。引き出す周波数は、任意に選べるので、１Ｈｚ起きでも、0.1Ｈｚおきでも計算できるので、バンドパスフィルターでいえば、狭帯域フィルターということになる。元のデータは電圧だろうが、それを音圧に換算し、0ｄＢ＝20マイクロパスカルとしてデシベルに換算する。



フーリエ変換で利用している数学的性質は、サイン、コサインなど三角関数は、かけ合わせて積分すると、同じものの積だけが生き残って、他のものがゼロになるという性質です。
